
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾鳩地域 地区防災計画が中津川市の地域防災計画に掲載されました 

日    時：令和３年３月２３日（火）14:00～14:30 

場    所：中津川市 市長公室 

出 席 者：青山中津川市長、酒井尾鳩区自主防災会長、 

植野多治見砂防国道事務所長 

マスコミ取材：岐阜新聞、中日新聞 

内    容：開式、計画書提出（酒井会長から市長へ）、酒井会長挨 

拶、市長挨拶、懇談等 

多治見砂防国道事務所では、令和元年度より、中津川市尾鳩地域の地区防災計画策定の支援を行ってまいりました。 

この度、尾鳩地域の地区防災計画が策定され、尾鳩地域の酒井自主防災会長より、中津川市長に地区防災計画書の手交式が執り行われ、中津川市の地域

防災計画に掲載されました。 

自分たちの地域の人命、財産を守るための助け合いについて、自発的な

防災活動を行うために作成する計画。中津川市の地域防災計画と歯車

のように噛みあって、機能することにより防災力を向上させる 

尾鳩地域は、土砂災害のリスク

が高く、中津川の浸水想定区域

内に含まれる場所もあり、また、

高齢化も進んでいる地域。計画

には、地域の災害リスクの特性、

避難情報や気象情報、地区の情

報など防災情報の共有方法、避

難行動計画（タイムライン）、要配

慮者への支援、行政や地元企業

等との連携、防災訓練の実施・

検証など、地域の特性に合わせ

た内容を掲載 

酒井会長より 

「２年前から地区防災計画策定に支援いただき、ありがとうござい

ます。地域の防災意識がまだ低いと感じているので、今後は防災

訓練などを継続して実施、防災意識を高めていきたい 

青山市長より 

多くの関係者により、計画が策定されたことに感謝したい。 

今後は、この計画を市内全域に応用できるように考えていきたい 

（懇談の様子） 

（酒井会長 挨拶） 

手交式の様子 

地区防災計画とは 

地区防災計画の概要 

＜多治見砂防国道事務所＞ 

植野事務所長より 

尾鳩地域での支援にかかる経緯を説明し、今後も色々な形で支

援していくと説明 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中津川市 

尾鳩地域 地区防災計画策定に向けての取り組み紹介（１/２） 
背景 

土砂災害に対し、「実効性のある避難」

を確保するには、市町村単位の「地域

防災計画」だけではなく、「地区防災計

画」との連携により、地域の防災力が

向上するといった観点から、全国的に５

地区（直轄）のモデル地区において、地

区防災計画の策定を支援 

＜多治見砂防国道事務所＞ 

尾鳩地域の概要と課題 講師（名古屋大田中先生）による勉強会 

避難場所へ移動する際の避難路の安全性を確認 

地区内の情報集約 

住民からの情報をまとめた防災マップ 

地区内の介護が必要な方に対して、ケアマ

ネージャーや家族へヒアリングを実施し、避

難に際し、実施可能な支援内容を確認 

ケアマネージャーや家族が支援できることを

避難行動計画としてとりまとめ 
避難行動計画に反映 

＜ケアマネージャーとの連携＞ 
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避難先の確保 ケアーマネージャーの支援内容

要介護者
避難情報
の収集

避難支
援者

避難時の
移動手段

●避難所まで車で 10 分弱：地区外 
●高齢者のうち、要介護者認定の方が複数在住 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾鳩地域 地区防災計画策定に向けての取り組み紹介（２/２） 

＜多治見砂防国道事務所＞ 

時間
(目安)

避難情報
(中津川市)

気象情報
(気象庁)

警戒
レベル

避難行動の
きっかけ
になる情報

避難準備・
高齢者等
避難開始

避難勧告

避難指示
（緊急）

レベル2

避
難
行
動
の
確
認

レベル4

災害発生の
３時間前の
イメージ

災害発生の
2時間前の
イメージ

災害発生の
1時間前の
イメージ

大雨洪水
注意報

大雨警報
（土砂災害）

土砂災害
警戒情報

避難先本人・家族の行動地区の情報
(前兆現象)

大雨の数日
～1日前

台風予報

レベル3

避難完了目標（災害発生前）

高
齢
者
避
難

全
員
避
難

尾鳩地区内 尾鳩地区外

資料4

危ない状況

極めて
危ない状況

かなり
危ない状況

発災に対する
注意が高まる

← 自ら取りに行く情報
→ 市などから受け取る情報

◯避難先の確保
・地区外の親族宅への受入依頼
・ケアマネージャへの調整依頼
※ケアマネージャーは福祉施設へ空き状況を確認

・宿泊施設の利用検討（ホテルの予約など）
◯避難方法の確認(予めケアマネージャーと相談)
・移動手段の確保（車、タクシー、福祉車両など）
・避難支援者の確保（家族・親族、地区住民など）

１．避難先、避難方法の調整

◯避難する前や避難中に災害が発生したり、道路が
寸断され地区外への避難が困難な場合には、地区内
の安全な場所へ緊急避難

地区外に逃げ遅れた場合

事前に確保し
た避難先
親族宅
福祉施設
宿泊施設
など

サンライフ
(指定避難所)

地区内の比
較的安全な
場所（自宅
の２階等）

台風予報、
大雨注意報
などの気象

情報

◯避難の開始
市から発表される避難準備・高齢者等避難開始や気象
台から発表される大雨警報、地区の危険信号（中津川
の水位や雨量計情報、湧水など）をきっかけに避難を
開始

２．避難行動開始

◯地区住民と避難
避難勧告・避難指示（緊急）や土砂災害警戒情報が発
表され被災リスクが高まったときは、地区住民と一緒
に地区の定めた避難所に避難

３．被災リスクが高まった場合

避難準備・
高齢者等避
難開始や大
雨警報、地
区の危険信
号など

避難勧告・
避難指示
（緊急）や
土砂災害警
戒情報など

福祉避難所
（市が開設）

避難所生活が困難な場合、
要介護者の健康状態に配
慮し福祉避難所へ避難

事前に確認
した避難方
法で避難

地区住民の
協力を得て
一緒に避難

テレビ
ラジオ
パソコン
スマホ
など

テレビ、パ
ソコン、ス
マホのほか、
防災行政無
線、広報車、
地区住民か
らの声かけ
など

テレビ、パ
ソコン、ス
マホのほか、
防災行政無
線、広報車、
地区住民か
らの声かけ
など

0．事前準備
◯避難情報の入手手段確認、確保
・避難行動のきっかけになる情報の種類、内容を確認
・防災メール登録など、避難に必要な情報入手手段を確保
・親族やケアマネージャー等避難支援者との関係構築

平 時

レベル5

「介護認定」3以上の方

「介護認定」3以上の方の
避難支援は

家族が責任をもって行う

予め調整の
最終期限を伝える

小

被
災
リ
ス
ク

大

災害
発生

家族が同伴し、
サンライフへ
避難する

ステイ先が決まらない場合

尾鳩地区
雨量計

中津川本川水位
(梶島橋)

湧水等

降り始めからの
雨量が250mmを
超えた場合

河川ライブ中津川
で著しく水位が上
昇したことを確認

した場合

土砂災害
危険度判定
メッシュ情報
（岐阜県）

避難行動計画(案)台風が近づいているとき

極めて危険

警戒

非常に
危険

極めて
危険

危険

＜避難行動計画＞ 
 避難行動計画 


